
■語る会に向けての検討の掛違■

語る会に向けての検討の経緯:論点と提案

総合部会は,当初,幼小中それぞれの校種力喝人員を選出していたが,幼稚園・低学年部会の発足に伴い,小

学校3年生から中学3年生までの7年間を見通していく総合部会に形を変えて話し合いを進めてきた。話し合い

の中では,それぞれの校種で取り組んできた総合的な学習の時間について情報交抑大を行い,交流できる活動を見

い出したり,小中一貫した総合のあり方についての検討を行ったりしてきた。

鮪2國総合部会はこの回から,発足

捌雌園にとっては教育課程そのもの力鵜合的な活動であるので,本部会との関わりはとても重要だと考える(幼稚園

会舌チ汎き教科として成立しているが,蛎隹園とのっながりや総合的な学習の断釘とのっな力ゞりはどのようになってぃくのか,

後の話し合いが気になる(ノ」Y学校)

中学校入学の倒砦で,」学校において総合的な学習の時間にどのような活動を行ってきたのかアンケートを採っている。仲学樹

次回は各学校でどのような活動を行っているのかを持ち寄ることになる。

.

総合岬よ学習の断司

<第3回>

・小,学校, 中学校それぞれにおける「総合的な学習の時間」にっいての基本的な考え方や内容に関して,情報交換・意見交換を行う。

俸4回>

俸5回>

0市民生活を育てる 8つの能力に対する7年問のカリキュラムづくりに取り組む。

0小・中のそれぞれの取り組みを8つの能力に照らしてみて何力潤わるのかを考えてみたい。

011月22日(水)の5・6校時に中3の総合発表会力潤催される。そこに小6も力叱って,発表会を聞きその感想、等を分チ斗会での話

題とする。小6にとってのメリット,中3にとってのメリットを練っておく。

010月24日に向けて,金山はりードを作成高木はカリキュラム。川路は小・中の総合の夢を考えてくることで話し終える。

開催せず

俸6回>

0リード検討

0カリキュラム試案(構想J の検討

鮪7回>

0ヨ哉隶に関してー一紙面,1Cレコーダー,カセットでぎ識をとる。

く汾弔k会の持ち方に関して

・リード説明(現状と課闘 ・附小,附中の実践についての説明

・小・中の交薪珀り学習舌動のあり方について参会者にも考えてもらい案を出す。・まとめ

0リードの内容につぃて

・大切にしたいことの中に,小・中の交流的活動の意図に関しても入れ課題も整理していく。
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鮪8回>

城具

0 総合的な学習における学びのサイクルを,川路先生吋是案をうけて,小中ともに認識できた点

0 これまで行っていなかった交流活動(合同活動?)を実施したことにより,子どもたちへの意識の向け方,活動を実施するまで

の準備の段取りなど,どのようなこと力泌要になるのかを考えること力ゞできた。交流活動当日の運営面につぃても同橇

0 活動を行ったことで,次への課題力ゞ見えてきたこともーつの成果

髞鶏

0 育てたい子どもの姿と7年間の活動内容とをどぅりンクさせていくか。

0 小中共通した基盤をっくっていく必要住(「豊かな市民生活を倉巧告するー・」なら,それに向けて考えてぃくこと力泌要。

0 学習指導要領の斑丁を見据え,"寺数についての検討も必要。

今



1 現状と課題

小学校では,子どもたちの総合的な学びの場として,「ちどりいきいきタイム(学級と

して行う体験的活動)」「全校活動(全校で行う体験的活動)」の2つを教育課程に位置づ

け,「ちどりいきいき活動」と総称し,研究実践を進めてきている。「ちどりいきいきタ

イム」については,これまでの実践の積み上げをもとに,児童の発達段階や活動の系統性

などを考慮しながら,「テーマタイム」と「フリータイム」という二つの柱を立てて取り

組んでいる。

「テーマタイム」は,「様々な環境とわたしたち」「ともに生きょう」「つくりだそう,

うみだそう」の3つがある。この3つのテーマは,さらに中学年・高学年単位で学習内容

によりふさわしいテーマに変えている。これら.のテーマに関わる学習内容を,2年間のス

パンで学習していく。「フリータイム」は,各学級担任が児童の実態に応じて学習内容を

決定する。

また,これまでの実践から,「人」との出会いや関わり方によって,子どもたちの活動

が活性化することが明らかになっている。そこで,単元を通して出会ったり,学習の対象

となったりする「人」について,次のようにとらえている。

◇中学年・・・自分と身近な人,00を一緒にする相手など

◇高学年・・・普段あまり関わりのない人,物理的・心理的に遠い人など

全校活動では,「子どものお店」「夏祭り」「ディスカバー松江」などの活動を行ってい

る。異学年のふれあいを高めることを第一の目的としながら,子どもたちにまかせる部分

も多く取り入れている。特に,高学年には,縦割り集団のりーダーとしての資質を高める

ことを願い,「子どものお店」のように,お店の企画から運営までをほぼ全面的にまかせ

るなどの取り組みを行っている。近年は,英語活動についても総合的な学習の時間の中に

位置づけ取り組んでいる。

中学校では,総合的な学習を大きく三つに分けている。ーつ目はBddge(~未来への架
け橋~),二つ目は111f0伽ation総合(情報活用能力を培う),そして三つ目に C01血Uldcation

総合(人間関係力を身につける)である。

Bddge(~未来への架け橋~)では,第1学年は「様々な生き方を学ぶ」をテーマに,
調査学習や福祉施設での体験学習を中心とした取り組みなどを行っている。「他者との関

わり方」「障害のある方との接し方」をテーマに外部講師を招いたり,学年部外の教員と

のTTなどを取り入れたりするなど,様々な人との関わりを大切にしている。第2学年で

は「自分自身の生き方を学ぶ」をテーマとして,今の自分と将来の自分の生活を見つめ,

生き方を探るカリキュラムを編成している。特に2学期に行う職場体験学習が中心となる。

実際に職場で体験したり,職場で働く人たちの姿に直接触れたりすることを通して,これ

からの自分のあり方について考えを深めていくことを願っている。第3学年では,「他と

共に生きる生き方を学ぶ」をテーマに,自分のよさを発見したり,再認識したりしたうえ

で,そのよさを社会でどのように生かすのかを考え,実行に移すことを願った取り組みを

行っている。中学校生活を通して,様々な人の生き方にふれたり,実際に職場体験を通し

て,自分の存在意義について考えたりしてきたことを士台として取り組んでほしいと考え

ている。

小中7年間の総合学習の構造づくり
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血f0血ation総合(情報活用能力を培う)では,コンピューターを使って,自分に必要な

情報を集め,それらを自分で整理しながらまとめていく活動など,情報活用能力を培うこ

とを主なねらいとして取り組んでいる。

C01血U11ication 総合(人間関係力を身につける)は,主に学年や学級の人間関係づくり

に重点を置いて取り組んでいる。

このように,これまでそれぞれの校種ごとに取り組んできた総合的な学習の時間の活動

を,一貫教育という視点から見た場合,基本的な考え方に大きな違いは見られないものの,

次のような問題点が浮かび上がってきた。

・活動内容や活動を活性化させるための人との関わり方について十分に整理できていな

い。

・小学校で取り組んできた活動内容を,中学校側にしっかりと伝えてきれていない。

・小・中学校ともに,幼稚園児との交流活動は行っているが,小学生と中学生との関わり

(交流)をもつ活動に関しては行っていない。

・小学校では,全校活動のように異学年集団での活動を年間数回取り入れているが,中学

校では同学年での活動が中心であり,異学年集団での活動はほとんど行われていない。

・総合的な学習の時間の運営の仕方に関して違いがあること。

これらの問題点を解決していくために,それぞれの児童・生徒の実態やカリキュラムの

全体構造を考慮に入れながら,私たちが取り組んできた活動を7年間のスパンの中で再検

討・再構築していくことがこれからの大きな課題である。

2 幼小中一貫教育に向けて,大切にしたいこと

前述したように,幼小中一貫教育に向けた課題は多岐にわたる。その中で,今年度は小

中学生が交流する場を意図的に設け,小学生と中学生が交流することのよさや,それによ

つてこれまで単独(小学生だけ,中学生だけ)で行ってきた活動がどのように変わってく

るのかなどに関して検討することにした。具体的には,中学3年生Bddge(~未来への架
け橋~)の発表会に,小学6年生が参加する。これまでは中学生だけで行っていた活動に,

小学生を参加させることで,双方の子どもたちにとって次のような価値が見い出せるもの

と考えた。

まず,中学3年生にとっては,発表の成果を伝える相手に小学生が加わることから,小

学生にも分かりやすく伝えるための内容や方法,あるいは言葉の検討を行おうとする意識

を強くもつことができる。自分がこれまでに取り組んできたことを,ただ単にまとめるだ

けではなく,小学生という相手の立場に立って物事を考えようとすることで,相手を思、い

やる心を育んでいくこともできる。

一方,小学6年生にとっては,中学3年生の発表を聞くことで,この中学校に入学し,

卒業する頃には自分もこのような活動を行うのだという見通しをもつことができる。また,

中学生の真剣な取り組みを直に感じたり,直接会話をしたりすることによって,中学生に

対する意識の変容やあこがれをもつことにもつながるであろう。自分はどのような中学生

になっていこうとするのかを考えることは,この時期の子どもたちにとっては,価値ある

ことだと考える。さらに,中学3年生の学習を知ることや,どのような方法で発表された

のかを知ることも,貴重な経験になると考える。

このように,これまで私たちが取り組んできた活動を一貫教育の視点から見直し,でき

ることから取り組んでいく姿勢を今後も大切にしたいと考えている。
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■分科会の整理と総括■
1 小中7年間の「総合的な学習の時問」の実際の報告
小学校と中学校の,それぞれの「総合的な学習の時間」のカリキュラムにっいて説月こ0 1,
「小中7年間」を見通した際の課題を明らかにした。例えぱ,小字校も中字校も人」の
にしてきたが,7年間を考えると一貫性がないこと,小学校では異字年集団での活動がある、,字、
はないこと。小.中学校それぞれお互いの活動にっいての情報がないことである0 そらハえ,、
学校3年生がどのような姿であるとよいのかを念頭において,7年間のスパンで考えてこ'こ
ということを説明した。~

11月に行った,中学校3年生の活動の発表を小学校6年生も一緒に聞くという活動の報口行っこ0
それぞれの担当者が,異学年での交流だからこそ味わえる,緊張感や,山いやりのある姿、らここ
報告した。また,小学6年生は中学校生活の見通しやあこがれがもてたということが挙げらこ0

2質疑応答、

松江市教育委員会,福島指導主事から「他の教科よりも『総口的な字習の時間』は一貫教月こ
い。それぞれの学校で共通した目標が,発達段階に応じてあるのかどぅか0」という質問をこごこ0
それに対して,「今回の交流活動を参考にして,従来の小中字校の活動内谷を参考に考えてこ」
会に出た時に,答えの見えないものに対して向かっていけるような子どもを育てることこ心?0
(子ども同士だけではなく,より広い意味での)人間関係を編み出していくことが本校の'口よ字
の時間』のポイントではないかと考えている」と答えた0 '
奈良女子教育大学附属小学校の谷岡先生か.ら,「活動の成果を発表して拍手をもらって、、

く,そこから本当の学習が始まるのではないか。」という質問を,実践をふまえた形でこごこ0
に対して「発表の後,どのように感じたり考えたりしたのか,そして活動中の字び口しこ
たいが,まだ検討中である。」と答えた。

3新しいカリキュラム案、
島根大学の川路先生から,小中7年間を見通したカリキ,ユラム案を提案していただしこ0

<市民生活>・・・社会の形成者たる^ある市民の育成

ゞ'""叩'"叩"ー"ー""'如一'饗薪1::C二輔モぞ功'6諾言7'^k"^こま5三子岩芋立省"'""%

<育てた、仔ども像>★豊かな^を育み奪^に探求し続ける子ども

ミ..,.,..、_..,,.....太ム、と段之:かゑ2煮本掬!三L'..烈F.惚ミエいS三'票魚,,..,,ー、
"'ーー首芬1昔響兇岩"""^ぞ^善:"糟好7e子岩王;j"ーーーー"'ー

^

附卿」哮校.附属中学校の7年を一貫する r絵合的な学習の爵陶」のブラン
市昆生活・社会をキーワードに

自分を知る.自分を見つめる
<主体性、深{ヒ・発融畔習→'網力・活用力>

他者(牡到を知る^・^
コミュニケーション能力<他者と共に生きる>

身近な人(汰学生・教師・^者・・^人)を介して世界を知る
ネ#^(インタビュー.
情報^プレゼンテーション)パソコン活用

体験重視^の^>

3年

殻薄前期

発想する→企画する^する偶る.読む,睡す.岡く.歩く..働
^する→まとめる^する価す.周く)→ふり返る(断しあ
^える(考察する)

<学年で学習^を^>く鬪^^・基林りな学勃勾容の
情報収集情^個書室・パソコンの活園

まわりのひと・自然・キ桧
ノやノコン活用(キーボードタイピング)

興昧・疑間を持っ^る俔る.採す.試してみる)^る,分かる喜び

各教科で てたい力

^ヘ
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